
第１回 東京湾流域別下⽔道整備総合計画
策定懇談会

現⾏基本⽅針の概要

令和2年10⽉21⽇

資料－３

関東地⽅整備局 企画部 広域計画課



 平成4年を基準年に策定されている「東京湾流域別下水道整備総合計画」を、同計画策定後の社会情勢の変化等を勘案して見直しを行い、東京湾に

おける水質環境基準達成のため湾内に流入する各都県(埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県)の許容汚濁負荷量を定めた。（基準年次：平成16年、目

標年次：平成36年）

 調査対象市区町村は、埼玉県76市町村、千葉県30市町村、東京都23区30市町村、神奈川県4市、茨城県1町である。（計164市区町村）

調査概要

2図-1 現行基本方針（H19）の調査対象自治体



調査フロー

3図－3 現行基本方針の調査フロー

 現行基本方針は、平成16年度～19年度の4か年で計画

を策定した。

 平成16年度：①現況汚濁解析モデルの検討、②基礎

調査、③汚濁解析の基礎事項検討

 平成17年度：④現況汚濁負荷量定量化

 平成18年度：⑤現況水質再現計算、⑥将来汚濁負荷

量定量化、⑦将来水質予測

 平成19年度：⑧東京湾流総計画「基本方針」の策定

②基礎調査

③汚濁解析の
基礎事項検討

④現況汚濁負荷量
定量化

⑥将来汚濁負荷量
定量化

⑧基本⽅針の策定

①汚濁解析モデル
の検討

⑤現況⽔質
再現計算

⑦将来⽔質予測

図－2 現行基本方針の概略調査フロー
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⑧
東京湾流総計画
「基本方針」の策定



汚濁負荷量の定量化（⽅法）

4

 

   

41
57

42
43
56

40

38

39

55

37

To.4
36

26

54

35
31

34
Hi

33

22

27

Taka

28

Ji

32

23

Mi

53

52

To.2

30

29

O.1

O.2

24

Ka.2

Taki
Ka.1

I.1

Tu.2

25

Ookuma

Tu.3
19

51

20

21

50
Tu.4

Onda

(Tama.4)

Haya

Yagami
49

18
(Hi rase) (Tama.3)

(Tama.2)

(Tama.1)

16

48

17

44

9

8

47

45

15

46

14

11

ara-50

13

ara-47

ara-35
ara-34

12

ara-48
naka-18ara-42ara-49 4

ara-36

6

ara-33
ara-15 naka-12

ara-52

ara-13

ara-41
ara-14

ara-40

5

naka-15

ara-16

ara-32

ara-39
ara-28ara-44

naka-16

3

naka-17

ara-30
ara-17

naka-14

ara-31

ara-45

ara-12

naka-4

naka-11

ara-46

ara-38
ara-25

ara-27
ara-18

ara-1 ara-21
1

ara-20

naka-7

ara-19
ara-29

ara-24

ara-37
ara-26

naka-10

naka-13

ara-2

2

ara-23
ara-3

naka-6
ara-11

ara-22

ara- 9
ara-10

ara-4

ara-8

naka-3

ara-7
ara-5

naka-8
naka-2ara-6

naka-5
naka-9

naka-1

ara-43

ara-51

(Futa)

Tu.1

TU-05

TU-03

TU-02 TA-12

ZY-04TU-01

TU-04
ZY-03

ZY-05

TA-26
TA-31TA- 28

TA-30

TA-1 1

TA-10TA-25
TA-29TA-23TA-22

TA-24 TA-08 ZY-01
TA-09

AR-10

ZY-02

AR-17

TA-21 TA-33

TA-19
TA-27

TA-06

TA-32

TA-07

AR-15
AR-09AR-16TA-15

AR-0 3AR-06

AR-04
AR-02AR-08 ED-03

TA-16

AR-14

AR-24TA-17

TA-18 AR-07AR-27

AR-23 AR-13TA-14

TA-03
TA-04

AR-04

TA-05 TA-20

AR-26

AR-01

AR-22

AR-21

AR-2 5

TA-01

AR-20TA-02

TA-13

AR-18 AR-19

WA-02

To.1

WA-04

WA-03

I .2

To.3

7

(Misawa)

AR-05 ED-01AR-11 AR-12

WA-0 1

ED-02
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図－4 現行基本方針のブロック分割図

＜ブロック分割＞

 主要流入河川ブロックと直接流入ブロックに大別し、埼玉県70（茨城県五霞町

を含む）、千葉県57、東京都76、神奈川県30ブロックの合計233ブロックに分

割した。

＜定量化方法＞

 定量化方法、原単位などは原則として総量規制と整合を図り、原単位法により

負荷量を算定

 面源系原単位は「指定10湖沼」による調査結果及び都県アンケート結果の平均

値、合流式下水道越流負荷は都県アンケート調査結果を採用

 特定事業場データ等により実測の排出負荷量が得られる項目は実測値を用いる

表－1 現行基本方針の排出負荷量原単位（COD）
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汚濁負荷量の定量化（結果）
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＜COD＞

 面源系及び施設系の占める割合が大きい。

 埼玉県、東京都の順で負荷量が大きい。

＜T-P＞

 東京都と神奈川県では施設系、埼玉県と千葉県では生活・面源・施設系

の占める割合が大きい

 東京都、埼玉県の順で負荷量が大きい。

＜T-N＞

 東京都と神奈川県では施設系、埼玉県と千葉県では面源系と施設系の占

める割合が大きい。

 東京都、埼玉県の順で負荷量が大きい。

なお、合計で見ると将来負荷量はいずれも減少する。

図－5 現行基本方針の汚濁負荷量定量化結果
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汚濁解析モデルの概要
＜モデル概要＞

 評価対象：COD年間75％値、T-N・T-P年平均値

 対象期間：H14～16の夏季（7～9月）の平均場

※平均場：汚濁解析において平均的な状況を表す用語であり、水質、気象、河川流量

などの解析条件は7～9月の平均を与える。

 対象範囲：東京湾沿岸の全てを含む剱崎と洲崎を結ぶ線以北

 水平分割：1辺1kmの正方格子 鉛直方向分割：8層
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図－7 現行基本方針の汚濁解析モデル水平方向分割図
図－8 現行基本方針の汚濁解析モデル鉛直方向分割図

図－6 解析対象範囲
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汚濁解析モデルの概要
＜モデル概要＞

 流況解析モデル：潮汐流、密度流、水温、塩分を計算する多層モデルを採用。

 水質解析モデル：植物プランクトン、無機態窒素、有機態窒素、無機態リン、有機態リン、COD、DOを計算対象とする低次生態系モデルを採用。

7
図－9 現行基本方針の水質解析モデル概念図



現況再現結果
＜現況再現結果＞

 表層のCODは千葉県観測地点の計算値が観測平均値より若干小さめである。東京都・神奈川県は計算値と観測平均値がほぼ一致している

 下層のCODは全体の傾向は概ね再現できているが、観測平均値に対して、計算値がやや増減が見られる地点が多い。

 表層のT-N、T-Pはいずれの地点も計算値と観測平均値がほぼ一致している。

8

図－10 現行基本方針の地点別現況再現結果（表層、夏季平均）
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図－12 現行基本方針の現況再現結果（表層、夏季平均）
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図－11 現行基本方針の地点別現況再現結果（下層、夏季平均）

COD（表層) 相関係数： 0.756 COD（下層) 相関係数： 0.650

T-N（表層) 相関係数： 0.903 T-P(表層) 相関係数： 0.911
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許容負荷量の都県間配分と合意事項
許容負荷量の都県間配分

 下水道流入負荷の削減量の設定において、下水道終末処理場放流水

の目標水質は、現在の放流水質実績を基に実行可能性の高い許容計

画処理水質を検討し決定した。

 目標水質は、COD8mg/L、T-N8mg/L、T-P0.4mg/Lとし、下水道以外の

流域負荷量の一律削減率を20％とすることで、全ての環境基準値を

達成する。

 東京湾の流入許容負荷量は、COD264t/日、T-N159t/日、T-P9.9t/日

となる。

 都県別流入許容負荷量の配分は、下水道整備による負荷削減量を先

取りし、単純将来における各都県の下水処理場以外の負荷量の比率

で配分する方法を採用した。

9

合意事項

図－13 現行基本方針の都県間配分方法

東京湾流域別下水道整備総合計画基本方針


